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△OABの頂角 ∠Oの二等分線と辺 ABとの交点を P，点 Pから直線OAへ下ろした
垂線の足を Qとする。以下では，−→

a =
−→
OA，−→

b =
−→
OBとする。

(1) Pは線分 ABを −→
a :

−→
b に内分する点であることを証明せよ。

(2) 線分の長さ OQを −→
a と −→

b を用いて表せ。


